
日時 2014月10月14日（火）
　　 13時～16時30分（予定）

場所 ビッグパレットふくしま
　　 1階マルチパーパスルーム1
　　　 福島県郡山市南二丁目52番地

あなたが作る
東北の特産品（食品・食材）の
海外輸出に興味のある

農林漁業者・食品加工業者の皆様、
是非ご参加ください！

参加費：

無料

東北海外展開加速化実行セミナーin福島

　和食が世界遺産に登録されるなど日本食の海外での人気がますます高まる中で、来年度には食をテー
マとするミラノ国際博覧会が開催されるなど、日本食の海外展開のため条件が整いつつあります。
　一方、実際に食品を輸出するにあたっては、国・地域ごとに異なる商慣習や規制、衛生管理等への対応
が求められており、個々の事業者が取り組むにあたってはいまだに高いハードルがあります。
　このため、東北海外展開加速化協議会においては、復興庁による「新しい東北」先導モデル事業の採択
を受け、来年度におけるミラノ国際博覧会への出展も見据え、地域・事業者間の連携により東北の食品・
食材の輸出に向けた取り組みを開始したところです。
　今般、本取組の一環として、EUも含め海外に積極的にチャレンジする意欲のある東北の農林漁業者・
食品加工業者向けの輸出促進セミナーを開催します。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

定員：30人（裏面により10月7日（火）までにお申し込み下さい）

主催：東北海外展開加速化協議会（東北経済連合会、岩手県、宮城県、福島県、石巻市、東北観光推進機構）、復興庁
共催（予定）：JETRO　　後援：東北経済産業局、東北農政局



〈プログラム〉

第1部

13：00～13：30
講演：東北海外展開加速化プロジェクトの取組方針について

説明：東北経済連合会

13：30～14：30
講演：日本食マーケットのポテンシャルと輸出に係る諸規制について

講師：JETRO農林水産・食品部農林水産・食品調査課 課員 田辺知樹氏

14：30～14：45
休憩

14：45～16：00
イタリア人に通じる日本食の魅力

講師：伏木暢顕氏 醸造料理人、日本の発酵食文化伝承人

第2部

16：00～16：30
物流現状から見た海外食品マーケット事情

～海外チャレンジ商品の登録について
講師：郵船ロジスティクス 総合開発営業部営業企画課課長補佐 小笠原富樹氏

田辺知樹氏プロフィール：
2011年4月（独）日本貿易振興機構（JETRO）　入構。
同年   4月農林水産・食品部農林水産・食品企画課　配属。
2012年4月農林水産・食品部農林水産・食品調査課　配属。
現在に至る。

伏木暢顕氏プロフィール：
（株）醸 Kamose 取締役。醸造料理人であり、日本の発酵食文化伝承人。発
酵教室の講師としても活躍し、現在の『発酵食』『麹』人気の立役者の一人。
最近では、飲食店のメニュー開発のエキスパートとしてフードコンサルティン
グも手掛け、日本各地にて人と文化と発酵を通じての地域活性化、蔵の存続
に力を注いでいる。これまでの著書は11冊を数え、2014 年も著書数冊を発
売予定。イタリア・ミラノ、スペイン・バルセロナでのイベント・教室やアメリ
カCIA 料理大学での講演など2014 年からは海外へ日本の発酵文化をアピー
ルすべく活動を開始。雑誌の連載やNHKラジオ第1『すっぴん！』の金曜日レ
ギュラーをつとめた。

〈お申し込み・お問い合わせ〉
お問い合わせは
福島県農林水産部農産物流通課　TEL024-521-8041
お申し込みは下記の欄にご記入の上、
福島県農林水産部農産物流通課下記内容をFAXまたはe-mailにてお送りください。

FAX：024-521-7942 、Email:ryutsu.aff@pref.fukushima.lg.jp

貴社名 お名前

連絡先お電話番号 e-mailアドレス

＊記載いただいた個人情報は、本セミナー開催のためのみに使用いたします。

※貴社製品を「海外チャレンジ商品」としてご登録いただきますと、専門家による目利きを経たうえで、マー
ケティング調査や通関規制といった調査の支援を受けることが出来ます。登録された商品も参考に、来
年度本県が参加するミラノ国際博覧会への展示内容を検討していきます。

東北海外展開加速化協議会について
東北海外展開加速化協議会は、復興庁の「新しい東北」先導事業の採択を受け、東北の特産品（食品・食材）の海外輸出を促進する活動を行うために設置された官
民の協議会です。東北経済連合会、岩手県、宮城県、福島県、石巻市、東北観光推進機構、日経BP社が構成メンバーとなっています。

主催：東北海外展開加速化協議会（東北経済連合会、岩手県、宮城県、福島県、石巻市、東北観光推進機構）、復興庁
共催（予定）：JETRO　　後援：東北経済産業局、東北農政局


